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「Web Caster 620M」フレッツ・コミュニケーション設定方法

Web Caster 620MのPPPoE マルチセッション接続機能を使ってインターネットとフレッツ・コミュニケ

ーションを同時に利用する場合の設定方法について説明します。

【ご利用までの流れ】

①パソコンにフレッツ・コミュニケーションツールをインストールする。
　　インストール手順については、フレッツ・コミュニケーション「お申込内容のご案内」に同封されている
　　「かんたん！セットアップツールの手引き」または、「とってもカンタン　インストールガイド」をご覧下さい。

②Web Caster 620Mの設定をする。（以下に設定方法を説明します。）

③フレッツ・コミュニケーションがご利用いただけます。

＜①　ルータの設定画面を起動する＞

設定画面の立ち上げ方についてはWeb 
Caster 620M取扱説明書（3-1本商品の
設定をする）をご参照ください。

①「パスワード」を入力する。
　（初期状態では、パスワードは設定
　されていませんので、任意で入力し
　てください。又、設定したパスワード
　は、必ず控えておいてください。）

②「設定」をクリックする。
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設定画面②では、お客様がご利用のISP（インターネットサービスプロバイダ）の設定をします。
※ISPからのご案内（ISPの設定情報等が記載されているもの）をご用意ください。

以降画面にしたがって、Webブラウザを終了させてください。

３．セカンダリセッションの設定を行う

再度、ルータへログインする。
（それぞれ以下のように入力し
てください。）

ユーザー名：
初期値は user
パスワード：
【１】で設定したパスワード

入力後、「OK」をクリックする。

＜②-1　ISPの設定を行う＞

③「設定」をクリックする。

①「接続先名」は「接続設定１」と表示さ
　れますが変更できます。プロバイダ名
　などに変更すると識別しやすくなりま　
　す。（最大半角64文字、全角32文字入
　力可能）

②「接続ユーザー名」と「接続パスワード」
にISP　より案内された情報を入力する。

設定画面の立ち上げ方については、恐れ入りますが、
620M取扱説明書（3-1本商品の設定をする）をご参照ください。
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「▼」を押して
「接続先設定」を選択する。

「▼」を押して
「接続設定２」を選択する。
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接続先名：
「接続先２」と表示されますが、
任意に変更できます。
（最大半角64文字、全角32文字
入力可能）

接続先ユーザー名：
接続パスワード：
ユーザー名、パスワードは
NTT 西日本より送付の
「フレッツ・コミュニケ
ーションお申込み内容の
ご案内」を参照し、
それぞれ入力する。

「▼」を何回かクリックして、スク
ロール（ページの隠れている部
分を表示）させてください。

「設定」をクリックする。
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「▼」をクリックして、
「静的ルーティング設定」を
選択する。

指定方法：
「▼」をクリックして、
「宛先ドメイン名」を指定

宛先ドメイン名：
*.flets-c.jp を入力

接続先：
「▼」をクリックして、
接続設定２に登録した接続先名
（例はフレッツ・コミュニケ ーショ
ン）を選択

「編集」をクリックする。
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エントリ番号：
「▼」をクリックして、
「２」を選択

指定方法：
「▼」をクリックして、
「宛先IPアドレス指定」を指定

宛先IPアドレス：
219.111.224.0  を入力

ネットマスク：
255.255.240.0  を入力

接続先：
「▼」をクリックして、
接続設定２に登録した接続先名
（例はフレッツ・コミュニケーショ
ン）を選択

「編集」をクリックする。
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エントリ番号：
「▼」をクリックして、
「３」を選択

指定方法：
「▼」をクリックして、
「宛先IPアドレス指定」を指定

宛先IPアドレス：
210.247.32.0  を入力

ネットマスク：
255.255.224.0  を入力

接続先：
「▼」をクリックして、
接続設定２に登録した接続先名
（例はフレッツ・コミュニケーショ
ン）を選択

「編集」をクリックする。
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エントリ番号：
「▼」をクリックして、
「４」を選択

指定方法：
「▼」をクリックして、
「宛先IPアドレス指定」を指定

宛先IPアドレス：
210.247.64.0  を入力

ネットマスク：
255.255.192.0  を入力

接続先：
「▼」をクリックして、
接続設定２に登録した接続先名
（例はフレッツ・コミュニケーショ
ン）を選択

「編集」をクリックする。
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「最新状態に更新」を
クリックする。

「エントリ番号」の「01」、「02」、
「03」、「04」のチェックボックスに
チェックを入れる。

「適用」をクリックする。
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４．UPnP設定を行う

「▼」をクリックして、
「高度な設定」を選択する。

UPnP機能：
「使用する」のチェックボックス
にチェックが入っていることを
確認する。

UPnP機能の優先接続先：
「▼」をクリックして、
接続設定２に登録した接続先名
（例はフレッツ・コミュニケーショ
ン）を選択する。

＜ご注意＞
フレッツ・コミュニケーション
と MSNMessenger は、同時には
ご利用いただけません。
MSNMessenger をご利用の際は、
「UPnP機能の優先接続先」を
接続設定１に登録したISPに変更
してください。

「▼」を何回かクリックして、スク
ロール（ページの隠れている部
分を表示）させてください。
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５．セカンダリセッションを接続可に設定する

「設定」をクリックする。

「▼」をクリックして、
「接続先の選択設定」を選択
する。
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接続設定２に登録した接続先名
（例はフレッツ・コミュニケーショ
ン）の接続可のチェックボックス
にチェックする。

「切替」をクリックする。

＜ご注意＞
マルチセッション接続でない
場合は、１つの接続先にのみ
接続できます。ご利用になる
接続先の接続可のチェックボ
ックス１つにチェックして、
接続先を切り替えてご使用く
ださい。

６．ルータに登録する

「登録」をクリックする。

ルータが再起動するので、
以降画面にしたがって
Webブラウザを終了させて
ください。


